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8
月
23
日（
火
）、
人
権
機
関
有
田
川
委

員
14
人
、
町
職
員
2
人
参
加
の
も
と
、
研

修
地
で
あ
る
舞
鶴
引
揚
記
念
館
に
予
定
ど

お
り
に
到
着
し
ま
し
た
。

引
揚
に
つ
い
て
の
詳
細
を
以
降
に
記
し
ま
す
。

○
引
揚
と
は
1
9
4
5
年
第
二
次
世
界

大
戦
の
終
結
に
と
も
な
い
、
当
時
海
外

に
残
さ
れ
た
日
本
人
6
6
0
万
人
以

上
の
方
々
を
帰
国
さ
せ
る
こ
と
。

○
舞
鶴
で
は
主
に
旧
ソ
連
や
中
国
か
ら
、
昭

和
20
年
か
ら
昭
和
33
年
ま
で
の
13
年
間
で
、

66
万
4
，5
3
1
人
の
引
揚
者
を
受
け
入
れ
た
。

○
終
戦
後
、
大
陸
に
残
さ
れ
た
日
本
人
お
よ

そ
57
万
人
が
旧
ソ
連
へ
送
ら
れ
、
そ
の
う

ち
の
47
万
2
，0
0
0
人
が
、
シ
ベ
リ
ア
・

コ
ー
カ
サ
ス
な
ど
の
北
極
圏
の
収
容
所
に

抑
留
さ
れ
た
。
収
容
所
で
は
、
①
強
制
労

働
②
飢
え
③
寒
さ
④
狭
い
居
室
（
2
畳
に

6
人
）
⑤
意
思
の
疎
通
が
で
き
な
い
な
ど
、

肉
体
的
、
精
神
的
な
迫
害
を
受
け
た
。

舞
鶴
引
揚
記
念
館
は
1
9
8
8
年
に
日
本

全
国
か
ら
の
寄
付
を
受
け
、
舞
鶴
市
が
設
立
し

た
も
の
で
す
。
苦
難
に
満
ち
た
引
揚
と
旧
ソ
連

領
内
の
抑
留
生
活
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
、
平

和
の
尊
さ
を
世
界
に
伝
え
る
た
め
、資
料・模
型・

写
真
な
ど
1
万
2
，0
0
0
点
を
保
持
し
、
常

設
展
示
１
，０
０
０
点
以
上
を
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
舞
鶴
引
揚
記
念
館
で
の
研
修
で

感
じ
た
こ
と
を
記
し
ま
す
。

内
地
で
は
戦
争
は
終
わ
っ
て
も
、
外
地

で
は
終
わ
っ
て
い
な
い
。
外
地
で
は
戦
争
期

間
以
上
の
抑
留
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

今
の
時
代
の
よ
う
に
人
権
も
な
く
、
た
だ
の

物
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
戦
争
に
よ
っ
て
派
生

す
る
出
来
事
を
わ
き
ま
え
、
戦
争
の
悲
惨
・

平
和
の
あ
り
が
た
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
戦
争
・
抑
留
生
活
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
に
敬
意
を
は
ら
い
、
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
日
本
人
と
し
て
平
和
な

世
界
に
な
る
た
め
何
が
で
き
る
の
か
考
え

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
一
度
、
舞
鶴
引
揚
記
念
館
を

訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
何
か
心

に
感
じ
る
も
の
が
あ
る
は
ず
で
す
。

※
い
た
だ
い
た
原
稿
を
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。

人
権
講
演
会
「
ア
ジ
ア
諸
国
と
ど
う
向

き
合
う
か
」
と
い
う
演
題
で
講
演
会
を
持

ち
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お

願
い
し
ま
し
た
が
「
テ
レ
ビ
な
ど
で
聞
け

な
い
話
が
聞
け
た
」「
よ
か
っ
た
」「
北
朝

鮮
、
韓
国
と
日
本
の
関
係
が
か
い
ま
見
え

た
」
な
ど
の
感
想
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。し

か
し
そ
の
一
方
で
「
演
題
に
沿
っ
て

い
な
い
」「
人
権
に
つ
い
て
の
話
は
？
」

と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

私
自
身
も
、
日
本
人
と
朝
鮮
人
の
国
民

性
に
違
い
が
あ
り
、
お
互
い
に
理
解
し
合
う

よ
う
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う

こ
と
や
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
現
状
を
説
明
す
る

話
に
は
引
き
込
ま
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
が
、
時
間
の
都
合
も
あ
っ
て
「
今
後
の
展

望
」
に
至
る
こ
と
は
な
く
、
質
問
の
時
間
も

と
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
を
、
残
念
に
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
は
演
題
の
確
認
と
内
容
の
打
ち
合

わ
せ
を
密
に
し
、
人
権
講
演
会
に
よ
り
ふ

さ
わ
し
い
内
容
に
な
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
い
た
だ
い
た
原
稿
を
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

お
知
ら
せ

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

●
期
間
／
11
月
14
日（
月
）
～
20
日（
日
）

●
時
間
／
8
時
30
分
～
19
時

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
に
つ
い
て
は
、
10
時
～
17
時

●
電
話
番
号
／
0
1
2
0
‐
0
7
0
‐

8
1
0
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

●
相
談
内
容
／
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど

の
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
に
つ
い
て
何
で

も
伺
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
／
和
歌
山
地
方
法
務
局 

和
歌
山
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

☎
0
7
3
‐
4
2
2
‐
5
1
3
1

人
権
特
設
相
談
所

10
月
20
日（
木
）、
人
権
特
設
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
場
所
／
金
屋
庁
舎
2
階

●
時
間
／
13
時
～
16
時

人
権
だ
よ
り
　
130

県
外
研
修
に
参
加
し
て

（
舞
鶴
引
揚
記
念
館
）

■
人
権
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課
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「
県
外
研
修
に
参
加
し
て
」

人
権
機
関
有
田
川
委
員 
片
畑 

俊
雄

辺 

真
一 

氏
の
講
演
会
に
つ
い
て

人
権
機
関
有
田
川
会
長 

水
野 

哲
男


